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コカブ横縞症の発生要因
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心に症状が見られることから、ダイコンと原因が同じ可

能性が考えられた。一方、イモ類や根菜頬の放線菌病と

して、ジャガイモそうか病・亀の甲病、サツマイモ立枯

病、ダイコンそうか病等がある。これらに共通した発生

要因として、土域の高温、乾燥及び商ｐＨが指摘された

（蘭、1985)。これらは、コカブの横綿症の発生条件に

瓶似することから、放線鮒の関与も考えられた。

また、ニンジンの横縞症について、梯ら（1997）は、

水分ストレスにより発症したと報告している。

このように耐他の根菜類については、病需あるいは生

理障審として横縞症の報併はあるが、カブについては知

見がない。また、農林水産行野菜試験場（1984）が各部

道府県を対象に行った野菜・花きの連作障害に関するア

ンケート調査によると、ダイコンについては「横しま症」

の記戦があるが、カブについては報告されていない。

そこで、栽培面からコカブ横綿症の発生要因を明らか

にするため、まず本症の経時的変化を調査した。次に、

本症が病需もしくは生理障審に起因するかを､ﾘ定し、生

育期間の気象、土壊ｐＨ及び連作の彩禅を調査した。こ

れらの試験からいくつかの知見が得られたので報告する。

本研究を実施するに当たり、千葉県農業総合研究セン

ター北総則芸研究所畑作園芸研究室の方々に栽培や調秀

にご協力をいただいた。また、現地試験では、香取股業

改良普及センター（現香取農林振興センター）の宇井浩

之改良普及風並びに東庄町の農家の方々にご協力をいた

だいた。ここに記して感謝の意を表す。
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カブは千葉県の主要野菜の一つで、2002年の蔵培面砿

1.220haは全国の約20％を占めている。出荷並48,400t、

産出額56億円ともに全国一の生産県である（千葉県、

2004)。

本県では、カブの主要な,!『果用品砿群であるコカブが

周年栽培されており、主産地は、東葛飾地域の柏'1丁（|剛

年面積比索28％）及び呑取地域の東庄町（11114％）であ

る。作型は、春どり、初夏どり、夏どり、秋どり及び冬

どりの５種類に分類されている。栽培は露地が中心で、

一部にハウス栽培が行われている。露地栽培では、冬季

の低淵時に保温のためポリオレフィン系フィルム等でト

ンネル被覆し、その他の時期は、防虫を目的として削繊

維不織布（以下、削布とする）をべたがけまたはトンネ

ル被種している。

近年、主産地を中心に、コカブの肥大根部にリング状

の茶褐色斑点を生じる横統症（写典ｌ）が多発し、商ｉｌｆＩ

性を著しく損なうため問題となっている。繊細症は、現

地では“はちまき症'，とも呼ばれている。これまでの発

生事例によると、本症の発生には、年次間差があり、特

に高温乾燥年の里どり栽培に多発する傾向がある。また、

発生位瞳が肥大根部の地中部分にあること、さらに、発

生圃場の多くは周年俄培による連作化が進み、堆肥材料

として溺糞が多く使われた結果、作土中の石灰含離が尚

まり、土壊ｐＨが高い傾向にある。

横縞症について、同じアブラナ科のダイコンでは、根

部表面に発生する亀裂褐変症状のうち、「横方向の細い

線状の変色、側根発生部の隆起した部分」と規定し（農

林水産省野菜試験場、1980)、柏木ら（1977）や大林ら

（1979）は、糸状菌による病害と報告している。コカブ

の横縞症についても、ダイコンと同様に側根発生部を111
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Ⅱ材料及び方法

試験は、2002～2003年に千葉県農業総合研究センタ

ー北総園芸研究所畑作園芸研究室圃場（佐原市）及び現

地圃場（香取郡東庄町）で実施した。現地圃場は、過去

に横縞症が多発した連作圃場で、土壌はいずれも表層腐

植質黒ボク土である。以下の試験に共通するものとして、

品種は「夏の雪」（夕キイ種苗）を用いた。また、栽植

様式は、ベッド幅120ｃｍの６条播き、条間15cm，株間１５

cm，通路幅60ｃｍで、１０a当たりの栽植株数は22,222株で

ある。播種後は、防虫のために割布（商品名：日石ワリ

フＨＳタイプ）をトンネル被覆した。

横縞症の調査は、収種（調査）時の症状に差があるこ

とから、発生程度を指数０（無）：横縞の発生なし、ｌ

（微）：横縞発生面積１％以下、２（小）：同２～５％、

３（中）：同６～10％、４（大）：同11％以上、の５段階

に分類した。なお、試験ｌは、根の肥大初期からの調査

のため、５段階では判別しにくく、０（無）：横縞の発

生なし、１（小）：横縞発生面積５％以下、２（大）：同

６％以上、の３段階とした。発生度は次式から算出した。

発生度＝に(横縞症発生程度×株数)／(調査株数×４

又は２)］×100（範囲：０～100）

１．試験１：横縞症の経時的発生調査

横縞症の経時的変化を見るため、本症の発生しやすい

夏どり栽培で実施した。現地圃場に2002年７月９日に

播種し、播種後１５，２４，２９，３４日の４時期に横縞症の発

生状況を調査した。１０a当たりの施肥成分量は、窒素３

kg，リン酸3.7kg，加里３ｋｇで、試験規模はｌ区32.4mｉ

の３反復、調査株数は、各時期とも’区当たり34株とし

た。作付前土壌のpＨ（Ｈ20）は7.4である。

２．試験２：滅菌処理土壌における横縞症の発生調査

横縞症が病害もしくは生理障害に起因するかを明らか

にするため、本症の多発土壊を滅菌処理して発生状況を

調査した。試験は、2003年に当研究室の自然光型人工気

象室で実施した。現地圃場の横縞症多発土壊を、オート

クレーブで121℃、２０分間の高圧滅菌処理した土壌滅菌

区と原土（無処理）の対照区を設けた。各土壌を長さ４８

ｃｍ×幅33ｃｍ×深さ８ｃｍの育苗箱（51型、容積１２０）に

詰め、化成８号（8.8.8）129と炭酸カルシウム759を施

用した。４月26日に８ｃｍ×10ｃｍ間隔に播種し、１箱当

たり15株とした。人工気象室の気温は、昼間(８～18時）

30℃、夜間(20～６時)24℃と、やや高温に設定した。生

育期間中の水分管理は、３葉期までは適宜かん水して適
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湿に保った。その後の根部肥大期には、葉の萎れと土壌

水分の状態からかん水量を決め、週４～６回、１回当た

り５～20mmかん水し、やや乾燥状態に管理した。試験規

模は、ｌ区15株（ｌ箱）の反復なしで、播種後47日目の

６月12日に調査した。収種時土壌のpＨ（Ｈ20）は、対照

区6.6、土壌滅菌区6.5である。

３．試験３：播種時期が横縞症の発生に及ぼす影響

2003年に現地圃場で播種時期を変えて栽培し、横縞症

の発生状況を調査した。６月11日～８月１３日の旬ごと

に播種し、７試験区を設定した。播種日は６月中旬区が

６月11日、６月下旬区が６月２３日、７月上旬区が７月３

日、７月中旬区が７月15日、７月下旬区が７月29日、８

月上旬区が８月４日、８月中旬区が８月１３日である。各

区とも播種後41～43日目に当たる７月22日、８月４日、

８月１３日、８月２６日、９月８日、９月１６日、９月２４日に

収穫し、横縞症の発生状況を調査した。１０a当たりの施

肥成分量は、各時期とも窒素５ｋｇ、リン酸12kg，加里

12kgで、試験規模は、ｌ区5.4,ｆの３反復とし、横縞症

は全株調査した。作付前土壌のpＨ（Ｈ20）は6.6である。

４．試験４：横縞症の発生に及ぼす土壌pHの影響

現地の横縞症多発圃場は、土壌ｐＨが高い傾向にある

ことから、本症の発生と土壌ｐＨの関係を調査した。試

験は、2002年にpＨ（Ｈ２０）が4.7～7.2に設定された当研

究室の枠圃場（無底10㎡）で実施した。播種は、2002年

８月６日、収種は９月26日である。１枠圃場をｌ試験区

とし、１０試験区設けた。１０a当たり施肥成分量は、窒素

３ｋｇ､リン酸４ｋｇ、加里３ｋｇで、試験規模は、ｌ区10㎡

の反復なしである。横縞症の調査株数はｌ区当たり５０

株とした。

５．試験５：横縞症の発生に及ぼす連作の影響

連作により横縞症が助長されるかを明らかにするため

に、当研究室鉄骨ハウス内の枠圃場（無底10㎡）で実施

した。前作は、2002年３月18日播種、５月８日収種のコ

カブである。毎作１枠ごと作付け回数を増やし、２～４

連作区を設けた。各試験区の２～４連作目が同一時期に

なるように作付し、横縞症が多発しやすい夏どり栽培で

連作の影響を調査した。４連作区の播種日と収種日は、

２作目が2003年４月22日播種、５月28日収種、３作目が

５月30日播種、７月７日収種、４作目が７月11日播種、

８月19日収種である。播種後に10mmかん水し、その後は

pF2.6～3.0（深さ15cm）の範囲でやや乾燥ぎみに管理し

た。１０a当たりの施肥成分量は、窒素５ｋｇ、リン酸12kg、

加里12kgで、試験規模は、１区10㎡の反復なしとし、横
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縞症は全株調査した。作付前土壌のpＨ（Ｈ20）は6.4で

ある。

の１週間と収穫前４～５日が低めに経過した。生育期間

中の降水量は、８月12～17日と９月20～22日にまとま

った降雨があり、その他の時期は少なめに経過した。

播種時期がコカブ横縞症の発生に及ぼす影響を第３表

に示した。横縞症は、６月中旬区が発生株率４％、発生

度0.9と、きわめて軽微であった。６月下旬区も発生株

率17％、発生度4.4と、少なかった。一方、７月上旬～８

月上旬区は、発生株率がほぼ50％以上、発生度が15以上

と、多発した。特に、７月中旬区は、発生株率が68％で、

発生程度３以上の株が他区より多かった。８月中旬区は、

７月上旬～８月上旬区に比べ、横縞症の発生が少なかっ

た。

Ⅲ 結果

１．試験１：横縞症の経時的発生調査

コカブ夏どり栽培における播種後日数と横縞症発生状

況及び根径との関係を第１表に示した。播種後15日で

は、横縞症は全く観察されなかった。播種後24日で本症

が認められ、その発生株率は18％、発生度12.7、発生株

の平均根径は20ｍｍであった。播種後29日では、本症の発

生程度が高まり、発生株率64％、発生度34.8を示し、発

生株の平均根径は34mmであった。播種後34日では、播種

後29日と同程度の発生で、発生株率65％、発生度37.3、

発生株の平均根径は46mmであった。

４．試験４：横縞症の発生に及ぼす土壌pHの影響

土壌ｐＨがコカブ横縞症の発生に及ぼす影響を第４表

に示した。横縞症の発生株率から、１０試験区を３段階に

大別でき、ｐＨ4.7～5.4区の発生株率が４～６％（発生度

１～２)、ｐＨ5.6～6.4区が12～14％（同３～６)、ｐＨ6.9

～7.2区が22～36％（同12～16.5）を示し、土壌ｐＨ値が

高いほど横縞症の発生が高まる傾向であった。

２．試験２：滅菌処理土壌における横縞症の発生調査

土壌滅菌処理によるコカブ横縞症の発生状況を第２表

に示した。横縞症の発生株率と発生度は、土壌滅菌区で

は67％、23.3で、対照区は40％、15.0であった。

５．試験５：横縞症の発生に及ぼす連作の影響

連作がコカブ横縞症の発生に及ぼす影響を第５表に示

した。横縞症は、２連作区で最も多発し、発生株率31％、

発生度10.5であった。４連作区の発生株率は、２連作区

と同等であったが、発生度は8.9と、やや低かった。３連

作区は、発生株率22％、発生度6.3と、最も発生が少なか

った。

３．試験３：播種時期が横縞症の発生に及ぼす影響

播種時期別のコカブ生育期間における割布トンネル内

日平均気温及び降水量の推移を第１図に示した。日平均

気温は、６月中旬及び６月下旬区が、生育全般を通じて

他区に比べて低く推移した。７月上旬及び７月中旬区は、

根部の肥大盛期に当たる生育後半に25℃を上回る日が

多くなった。７月下旬及び８月上旬区は、生育期間全般

を通じて他区より高く推移した。８月中旬区は、播種後

第１表コカブ夏どり栽培における播種後日数と横縞症発生状況及び根径との関係

第２表土域滅菌処理によるコカブ横縞症の発生状況

発生株率発生度発生株の平均根径
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０
４
６

２
３
４

３
画
０

横縞症の発生程度は、０（無）、ｌ（小）、２（大）の3段階で判定した。

発生度は次式から算出した（範囲：０～100）。

発生度＝[２(横縞症発生程度×株数)／(調査株数×2)］×1００

注l）

２）

０
’
㈹

23.3

注1）

２）
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認
一
対

０

４
’
０

横縞症の発生程度は、０（無）、ｌ（微）、２（小）、３（中）、４（大）の5段階で判定した。
発生度は次式から算出した（範囲：０～１００）。

発生度＝［２(横縞症発生程度×株数)／(調査株数×4)］×100

昭
、、、 15.0

6７土壌 滅 菌 ３ ３ ４ ７ １ ３７
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粥和【時期：６月中伺

６月下旬

６月中旬８７９７３０００４０．９
６月下旬９２８３１６１００１７４．４
７月上旬５５４２４ ７ １ １ １ ０ ５ ８ １ ７ ． ６

７ 月 中 旬 ９ ７ ３ ２ ３７１８９４６８２８．６
７月下旬７７５２３９９１０４８１４．９
８月上 旬 ９ ８ ５ １ ３８１０１０４９１５．２
８月旬８６５７４０３００４３１１．４

注1）７月上旬播きで横縞症調査株数が少ない理由は、キスジノミハムシによる被害によって、
横縞の判別が不可能な株を除いたためである。

２)横縞症発生程度、発生度は、第２表の注に同じ。

1２０
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（月／ロ）

第１図播種時期別のコカブ生育期間における割布トンネル内日平均気温及び降水量の推移

注）気温はトンネル内の地上50ｃｍ位硬で測定した。降水量はアメダスデータ（東庄町）による。

第３表播種時期がコカブ横縞症の発生に及ぼす影響
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注）横縞症発生程度、発生度は、第２表の注に同じ。
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注）横縞症発生程度、発生度は、第２表の注に同じ。
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第５表連作がコカブ横縞症の発生に及ぼす影響
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高野・福田・猪野：コカブ横縞症の発生要因

Ⅳ考 察

夏どり栽培における横縞症の発生は、播種後24日まで

に見られ、発生株の平均根径は20mm、最も小さい株の根

径は11mmであった。その後、生育日数が経過するにした

がい発生株率及び発生度は増加した。このことから、横

縞症は根の肥大初期から発生し、肥大が進むと発症しや

すくなり、症状も明確になると考えられた。

コカブ横縞症の発生に、病原菌の関与が考えられたが、

滅菌処理した多発土壌でも横縞症が発生したことから、

横縞症は病害ではなく、生理障害であると推察された。

大野（1988）は、作季の延長拡大等により本来の作季

から離れて気象的に極めて不利な条件の作型では、一層

増幅されて障害が発生しやすかったと報告している。青

葉（1991）によると、カブの生育適温は15～20℃とされ

た。横縞症の発生が多い夏どり栽培では、耐暑性を持ち、

高温肥大性のある夏向きの品種が育成されて、その利用

が図られている。しかし、この作型は、カブの生育には

不適な栽培環境といえる。播種時期を異にした、夏どり

栽培試験の結果、横縞症は、７月上旬播き以降に、気温

の上昇にともない発生が多くなったことから、根部肥大

期の高温条件が多発要因の一つと考えられた。また、土

壌ｐＨ試験の結果、土壊ｐＨ値が高いほど横縞症が多発す

る傾向が見られたことから、土壌の高ｐＨも多発要因の

一つと考えられた。

連作障害をもたらす要因として、病虫害や土壌養分の

欠乏等がある。夏どり栽培における連作試験の結果、横

縞症は、作付け回数にかかわらず発生し、連作が進んで

も横縞症が多発する傾向は見られなかった。このことか

ら、本症に対する連作の影響はないと考えられた。

横縞症は、生理障害であると考えられ、いくつかの発

生要因は判明したが、発生のメカニズムを明らかにする

までには至っていない。今後は、滅菌土を用いた追試験

で生理障害であるかを再確認するとともに、土壌水分の

影響や各要因の相互作用について調査する必要がある。

また、現在、高温防止のための遮熱資材を利用した横縞

症防止対策試験を実施中である。これらについては今後

にまとめる予定である。
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Ｖ摘 要

コカブに発生する横縞症について、その発生要因を明

らかにした。

１．コカブ横縞症は、滅菌処理した多発土壌でも発生し

た。

２．コカブ横縞症は、根の肥大初期から発生し、生育期

間の高温や土壌の高ｐＨによって発生が高まった。

３．コカブ横縞症の発生に、連作の影響は見られなかっ

た。

４．以上のことから、コカブ横縞症は、生理障害である

と推察され、高温や土壌の高ｐＨが発生要因と考えられ

た。
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EactorsResponsiblefOrtheOccurrenceof

LateralStripesSymptominSmallTilmips

YUkinariTAKANo,HirosiFuKuDA＊ａｎｄＭａｋｏｔｏＩＮｏ

Keywords：smallturnip,lateralstripessymptom,physiologicaldisorder〉

factorsresponsiblefbrtheoccurrence,soilｐＨ

Sｕｍｍｏｒｙ

Inthisstudyｩtheoccurrenceofbrownlateralstrｉｐｅｓｓｙｍｐｔｏｍｏｎｔｈｅｒｏｏｔｐａｒｔｏｆｔｈｅｓmallturnip

wasinvestigated,andsomefactorsresponsiblefbritsoccurrencewereclarified．

ｌ・Smallturnipsweregrowninsterilizedsoilthatwasobtainedfi･omafieldwherefrequent

occurrenceoflateralstripessymptomwasobservedpreviouslybThesymptomsalsooccurredinthiｓ

ｃａｓｅ、

２．Ｔｈｅlateralstripessymptominsmallturnipsoccurredfromanearlystageofthethickening

growthoftheroot・Ｔｈｅoccurrenceofthissymptomincreasedathightemperaturesduringthe

growingperiodandathighsoilpHlevels，

３．Continuouscroppingwasnotobservedtoinfluencetheoccurrenceoflateralstripessymptomin

smallturnips，

４．Basedontheresultsdescribedabove，itwasassumedthatlateralstripessymptominsmall

turnipswasaphysiologicaldisorder・Furthe喝itwasbelievedthathightemperaturｅａｎｄｈighpH

ofthesoilwerethefactorsresponsiblefbrtheoccurrenceofthiｓｓｙｍｐｔｏｍ．

(*PresentAddress：ChibaPrefbcturalKaisouAgricultureandForestryPromotionCenter）
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